
 

 

   

 

 

 

 

 

ニュースレター 【事務局情報】 

武道振興協議会役員会兼構想委員会(合同会議)開催 

11 月 14 日サンライフ北見で北見市武道振興協議会(武藤弘司会

長)役員会と武道館建設構想委員会(坂井清治委員長)の合同会議

が開かれました。又、社会教育施設整備推進室佐々木室長、古山

主幹が同席、武道館建設事業進捗状況を報告しました。平成 24年

度に工事着手し、平成 25年度の武道館完成に向け、より具体的な

事業計画を第 4 次実施計画に位置付けしていきたいと説明しまし

た。その他、第 16回武道祭の会計報告等の報告がなされました。 

武道サポート事業 全道で４校のみ！ 【道教委視察】 

地域外部指導者 3 回目となる東相内中学校(小林次郎校長)は、地

域連携指導実践校に指定されており、北海道教育庁学校教育局が

11月 9日(水)視察に訪れました。指定をうけている中学校は全道

で４校（柔道２校・北見市、剣道 1 校・小平町、相撲１校・福島

町）で、平成２４年度から武道必修化の完全実施に向け先行実施

している中学校です。視察を終えた健康・体育課の駒井博和指導

主事は「担当教諭と外部指導者が役割を分担して連携が取れてい

て、期待以上の授業内容でした。」と評価しました。今後は平日時

間帯で地域外部指導者がどれだけ確保できるかが課題であり、地域武道団体(各協会･連盟等)の理解と北見市教育委員

会の連携協力関係にかかっていると言えます。授業を終えた生徒からは、「柔道がすごく楽しいです。足の動か

し方とかが難しいけど、両先生が優しく教えてくれるので、次の授業が楽しみです」と言う答えが返ってき

ました。ある女子生徒は、「佐藤先生は普段どこで柔道をやってるんですか？授業以外でも柔道をやりたいの

で、先生の教室を教えてください!!」と聞いてくる生徒もいました。(山本修平) 

【第 16 回北見市総合武道祭レポート】④尐林寺 

武道祭演武者の声 

 当日は日頃の練習や大会と違った雰囲気の中での演武披露ということで、短い

時間であったが大変緊張しました。内容は少林寺拳法の基本となる剛法、柔法

を分けて披露しましたが基本演連では小学生では初めて出場する拳士もいて緊

張して順番を間違えたりしましたが、終わってからは安堵感からほっとした表情で、

少し自身が付いたようで満足げであった。相対演武では、練習不足もあってはじ

めは硬い動きであったが中盤からは動きも良くなりきびきびしたキレのある動きと気

合で迫真の演武を披露することが出来てほっとしました。 
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